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ア レル ギ ーにつ い ての一 考察
大阪医科大学長 松 本 信 一
実験的皮膚科学の研究対象 となるものは,課題の何であるかによつてむろん異なつている.皮膚
自体であり,叉 は粘膜面でもある.時 には人間のそれ,ま た時には動物のそれが選ばれるであろ
う 後者の場合はなるぺく人間に似るものを採択するのが望ましいが,人 間で できない実験は,
これを動物試験に委ねる外はない.






















ね られている.が往 々この種の実験では健常な状態か否かを区別せずに取材されている よ うで あ
る.粘膜の傷面,庭 燗,又 は炎症局所となることは容易に肯かれ る.もしも健全と認められる粘膜
がたやす く吸収するとあつては,本 来の機能から見ておかしいことで,実 際上にも困りものであ
る,何が吸収 され,何 は吸収 されないか知 りたいものである.
臨床家は必要上から使用する諸 々の局所麻酔薬がここから吸収されることをよく知つている.話
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は古 くさいが,有 機銀 剤なども反復注入すると銀症の起 ることで もわか るが,そ れは叙 上の ように
健康粘膜 の場合か否か に問題がある.ヨ ー ド剤やサ リチル酸剤 などの吸収 され ることも周知 の通 り
である.
そ こで次の問題は,そ の吸収 は膀胱か らか,尿 道か らかの点になる。実地上には何れで もよい と
して も.動 物実験で これをやつてみ ると可 な りのところ まで成績がで る.即 ち,適 当な動物に手術
を加 えて,膀 胱,尿 道 などを別 々に吸収能 を検べ る手 もあるが,あ ま りに実験想定を利巧 にや りす
ぎる と,や や もすればそれに こだわ る希望的の結果が出た り,又 は膀胱尿道 の吸収 という条件 つき
の試験の 目的 とはちがつた ことをやつてい る場合 もある.
何かわか り易 く,膀 胱 か らの吸収を見せ る手段は ない ものかの解答に対 して,格 好の鋭敏な 固定
薬診(例 えばアンチピ リン疹)に ついて試 みると興味あ る成績 が得 られは しないか
それには,予 め仔細な検尿などによつ て膀胱粘膜 面に微細な破綻 もないことを立証 する.次 い
で,泌 尿器手技の熟練者が,少 し も無理せずに,適 当なカテ ーテルを膀胱 の真 中に挿入 して,叙 上
薬疹誘発薬液を静か に注入す る.す ると敏感 さに応 じて固定薬疹は反応 して間 もな く発痒,発 赤を
来 すのであ る.ま さし く膀胱 の吸収 を立証す るもので あ り,尿 道について も,こ の試験 はで きる
が,反 応度 の鈍 い固定薬疹で はそ ううまくはいか ないのは もちろんである。
次いで カテーテルを静か に抜 きとり,精 密検尿 して この手技 によつて粘膜 面を損傷 しなかつた確
認をす るとい うのが手順であ る.こ れ以上に粘膜 を傷 つけなかつた ことの きめ手は先ず むつか しい
のではないか.む ろん尿路粘膜 に も薬疹 の現われ る可能性 も念頭 においてかか らねば な らぬ .
この試1験では 薬疹 という特別限定のある場合 を採つ て例に したのではあ るが,粘 膜面 の吸収を
短的に立証 した点では間違な く,又 過敏現象 とも関連 して興味 あ る問題 を提供 してい る.
なお,薬 剤 の種類に よつて,吸 収 に難 易の別あ ることは勿 論であ り,又 特異体質 の関与す ること
はいうまで もない.
蛋白様 物の吸収 が案外微量 な ことは別 に証左が ある.
